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カルシウム含有尿路結石患者の栄養調査
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   To clarify the relationship between renal  stone formation and the diet, the consumption of 
various nutrients of calcium stone formers was investigated. The study included 24 male and 12 
female stone formers, between 20 and 78 years old (mean 42 years). The daily consumption of 
nutrients was compared to the daily nutritive requirement for the Japanese. The amounts of total 
and animal protein ingested by all the patients were significantly larger than the daily nutritive 
requirements. The animal protein ratio was also significantly higher. Concerning the total protein, 
animal protein and animal protein ratio, male and female patients showed similar results. Salt 
consumption was significantly larger for all the patients and the male patients than the daily nutri-
tive requirement for the Japanese. Female stone formers also showed this tendency. Consump-
tion of calcium and carbohydrate by all the patients and the male patients was significantly smaller 
than the daily nutritive requirement. This tendency was observed for the female patients. 

                                                        (Acta Urol. Jpn. 38: 9-14, 1992) 
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緒 言

先進工業国における上部尿路結石の増加には食事因

子が重要な役割を演 じているとされるD.ま た,わ れ

われは,ク エン酸剤とカルシウム剤を投与することに

より,尿 中カルシウムを増加させることなく,尿 中蔭

酸を減少 させ うることを報告した2).こ れ と同様の効

果を食事療法でえることが で きれ ばより良いであろ

う.そ こで,ま ずカルシウム結石患者の食事の実態に

ついて調べた.

対 象 と 方 法

対象は原発性上皮小体機能充進症や腎尿細管性酸1肛

症 な どの 明 らか な 原 因 を み とめ な い カ ル シウ ム結 石 患

者36例(男24例,女12例)で あ った.年 齢 は男 は20～

78歳,(平 均44歳,標 準偏 差13歳),女 は20～67歳(平

均39歳,標 準 偏 差13歳),金 体 の平 均 は42歳,標 準 偏

差13歳 で あ った.男 女 と も40歳 代,30歳 代,20歳 代 の

順 に 多 く,40歳 代 ～20歳 代 の もの の 全体 に 占め る割 合

は そ れ ぞれ79%,83%で あ った.腎 機 能 低 下 例 お よび

尿路 感 染 を 有 す る もの は除 外 した.尿 路結 石 を 除 去 し,

通 常 の生 活 に も どった 後 に,24時 間 蓄尿 を行 うと と も

に,食 事 内 容 を調 査 した.24時 間 蓄 尿 は外 来 に て 行 っ

た.防 腐 剤 は 加 え て い ない.

尿 中 の 尿 素 察 素,ク レアチ ニ ン,カ ル シ ウム,マ グ

ネ シ ウ ム,リ ン,尿 酸,ナ トリウ ム,カ リウムは オ ー
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Dietaryintakeofvariousnutrientsbycalciumstonepatientsandnutrient

requirementofJapanese

Ma且c Female Tota且

StonepatientDailynutrientStonepatientDai且ynutrientStonepatientDailynutrient

(n=24)requirement(n==12) requirement(n=36)requirement

Calories(kcal)

Carbohydrate(9)

Fat(9)

Totalprotein(9)

AnimalP剛ein(9)

Animalpro竃einratio

Calcium(mg)

Sodiumch且oridc(g)

2235士362'

300±54

58±13

84±16

46±14

54±9

539±206

13±3

2313土290

346±44#

61±13

73士5韓

33±2寧 牌 事

45±0串 帥

610士35・

10±0艸."

1816±23S

232士39

59土15

78±13

42±13

54±8

566±]46

11±3

1679士 旦45

252±23

42±4韓

60±1廓 榊

27士1韓 卑

45±0韓

575±32

10±0

2095±3802101±390

277±59314±59ゆ 申

58±1455±14

82±}569±8..・ 嘩

45=ヒ1431士3寧 寧嘩寧

54±945±0"寧0

548±189599±38.

12±310±Ot""

+mean±SD 串p<0,05癖 電p<0.005寧 寧卓p〈0.0005寧 寧●寧p<0.0001

トアナライザーで測定した(日 立Model705).1日

の尿中カルシウム排泄量が男性300mg,女 性250mg

以上を過カルシウム尿とした3)工 日の尿中尿酸排泄

量が700mg以 上を過尿酸尿とした4).1滲酸はFra-

scrら の方法で測定 した5).

栄養摂取量は当院栄養部で調査 した.結 果は3日 間

の平均値であらわ した.栄 養所要量は第4次 改定 「日

本人の栄養所要量」6)よ り求めた.す なわち,個 々の

患者の性,年 齢,身 長,生 活活動強度を調査し,こ れ

をもとに,生 活活動強度別における,年 齢階層別,身

長別栄養所要量(日 本人の栄養所要量,別 表5～12)

よ り求めた.動 物性蛋白質については,動 物性蛋白比

の目標値が40～45%で ある7)こ とを考慮し,こ こでは

45%oと した.こ れと患者の動物性蛋白質摂取量と動物

性蛋白比とを比較した.

結 果

カルシウム結石患者の栄養摂取量を日本人の栄養所

要量と比較すると(Table1),総 蛋自質,動 物性蛋白

質,動 物性蛋白比は男性,女 性,全 体ともに結石患者

で著しく多かった.食 塩は男性および全体で有意に多

く,女 性でもその傾向がみとめられた.炭 水化物 とカ

ルシウムでは男性および全体の結石患者で少なく,女

性でも同様の傾向がみられた,脂 肪の摂取量は女性の

結石患者では多かったが,男 性では差をみなかった.

各例の総蛋白質摂取量を日本人の栄養所要量と比較

した結果をFig.1に 示 した.ほ とんどの例で摂取昂=

が所要量を上まわっていた.

食塩摂取量が所要量 より多い例の方が多く,全 体と

してみると結石患者の摂取量は所要量より有意に多か

った(Fig.2).

炭水化物は逆に結石患者の摂取母は 日本人の所要堆

より少ないという結果であった(Fig.3).
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カルシウムは特に注目されるところであるが,全 体

の結石患者および男性の結石患者でその摂取量は所要

量に比 し有意に少なく,女 性の結石患者でもその傾向

がみられた(Fig.4).

結石患者を過カルシウム尿とそ うでない者に分けて

栄養摂取をみると螢白質摂取量が過カルシウム尿群で



伊藤,ほ か:尿 路結石 。食事

逆に低いという結果であった(Tablc2),尿 化学では

ナ トリウム,カ リウム,リ ン,マ グネシウムすべて過

カルシウム尿群で多かった.

結石患者を過尿酸尿とそうでない群に分けて,栄 養

摂取量をみると両群で有意差のあるものはないが,過

尿酸尿群で総蛋白質および動物性蛋白質を多 くとって

いる傾向がみられた.尿 化学では尿素窒素,カ ルシウ

ム,リ ン,ナ トリウム,カ リウムが過尿酸尿で多かっ

た(Tablc3).

考 察

尿路結石形成 と食事とは深い関係にあることはよく

知られている8).と くに,動 物性蛋白質摂取量が増す

と腎結石が増加することは,長 期的にも9)短 期 的に

も10)認められるところである.ま た,同 一時期におい

ても,社 会的な階層,す なわち動物性蛋白質消費量の

異なる階層では腎結石の頻度が異なるという11).し か

し,社 会的な地位を一致 させて結石患者と対照とを比

較すると,栄 養摂取に差はないとする報告もある12).
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カルシウム結石患者が動物性蛋吻質を多く取っている

鳳とは,今 回の研究でも確かめられた.す なわち,総

蛋白質,動 物性蛋白質,動 物蛋灘姥すべてにおいて結

石患者は男女とも日本人の所要簸を上回っていた.蛋

欝摂取が増す と尿中のカルシウム,尿 酸が増え,ク エ

γ酸が減少するといわれる,

尿中カノレシウムは結石形威の ∫i諏factgrと して,

尿中修酸よりはその重要性は劣るとされる1314)が,結

石形域に潴係することは当然であろう.た だし,今 懇

の結果では結石患者を過 カルシウム尿と正 カルシウム

尿とに分けて,蟹 白摂取量をみると,逆 に正カルシウ

ム尿の患者の方が総蛋白質および動物性蛋白質の摂取

鍛踏多いという結果であった.こ の意味するところ嫁

不明であるが,こ の結果は井 口らの結果15)と異 なる.

しかし過尿酸尿 と正尿酸尿群に分けた場合には箭者に

おいて,蛋 白質摂取量が多かった,し たがって,蛋 白

質摂取により尿中のカルシウムよりも尿酸が増えるこ

とがより重要であるとも考えられる,す なわち,動 物

性蛋白質に含まれるプリソ体が代謝されて尿酸となり

尿申へ撲溝されるわ曾であるが,緩 酸が結石彩蔵を綻

進するメカニズムとしては次の3つ が考えられる.①

尿酸による蔭酸カル ・;,」7ムがijit/t'iする(saltingout

efl「ect).②尿酸は尿中では尿酸ナ トリウムとして存在

することが多いが,塚 酸ナ 轡 ウム絃晶質学的に格子

が修酸カルシウムと類似するため核となって結石形成

ゆp〈0.05章 零p<0.0亘 寧傘嘩p〈0.0001

をひきおこす.③ 篇ロイド状の尿酸が結石形成の抑制

物質…6-ls)を滅少させるTこ の3つ §の尿中擁翻物質

を減少させることがもっとも注目される.わ れわれの

見出 したnephrocalcinig)と 尿酸の相互作用について

検討したいと考えている.予 備的研究によっても食事

指導によウ蛋魯質摂取の滅少ならびに掻中への籏酸撲

泄量の低下がみられたので尿中尿酸の変化はカルシウ

ム以上に重要であるのかもしれないであろ う.

蛋白摂取によりカルシウムよりはるかに重要と港れ

る蔭酸が増えることが意味をもつのかもしれない.実

際われわれの結果では尿中蔭酸は正カルシウム尿群の

ξが多かった.勢 物性蛋白質に含まれるフェールアラ

_ン,チ ロジン,ト リプ トファンが代謝されて尿中修

酸が増す とする報告2。)があるが,こ れが どの程度の

影響をおよぼすかについては今 後の検討が必要であ

ろう.

腎結石患鞍では炭水化物によるカロリーの総力μリ

ーにしめる比率は正常人に比 して低いという報告があ

るが2圭},われわれの結果でも炭水牝物の掻取量が所要

1":に比 して少ないのは動物性蛋白質を多く取ることの

反映であると思われる.今 嗣は砂穂などの精製炭水化

物 と穀類,芋 類などの精製されてない炭水化物とに分

縫ていないので,纏 製撰水化物については不墾である.

食塩に関してはこれを多 くとれば尿中カルシウム排
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泄量が増加するといわれる22)わ れわれの結果でも過

カルシウム尿群と正カルシウム尿群に分けてみると,

前老で塚申ナ 轡 ウム撲澄が有意に多いとい う結果で

あった,ま た,尿 中で形成された尿酸ナ トリウム結晶

が諺酸カノレシウムの結晶化を引き起こすことも考えら

れる22).

結石患者におけるカルシウム摂取量は昼本人のカル

シウム所要量に達しないことはすでに井口らが報告し

ている紛.わ れわれの研究によ参これを確認すること

ができた.わ れわれはカルシウム剤とクエン酸剤を併

用投与することにより尿中カルシウムを増加させるこ

となく,尿 中蔭酸を減少させ うることを報告 した2)が,

これと溝様のことを食事療漢で行えばよう良いであろ

う.す なわち,蛋 白質摂取を減らすとともに海草,野

菜を多めにとりアシドーシスに傾くことを防 ぐととも

に,カ ルシウム撰取を増繍することである.こ の点に

関 しては本摂究の結果はきわめて示唆にとむと思われ

る.す なわち,カ ルシウムを投与しても結石患者にお

いてカルシウム摂取量が少ないので過剰投与にはな り

にくいであろう.ま た,結 石の再発予防という点のみ

でなく,一 般的に栄養状態の改善に役立つであろう.

結 語

縁路結石形成 と食事との闘係をi鍔らかにする§酌で

尿路結石患者の食事調査を行った.36例(男24例,女

i2例)の カルシウム結石患者の栄養摂取量を調べ,i'i

本人 の栄養所要量と比 較し,つ ぎの ごとき結果をえ

た、結石患老は男女溺でも,ま た全体でも栄養所要量

に比較して,総 蛋白質,動 物性蛋白質,動 物蛋白比す

べて有意に高かった.食 壌撰取量砿男および全体で結

石患者に有意に高く,女 でもその傾向が認められた.

カルシウムおよび炭水化物は男および全体で繕石患老

の摂取簸が所要量より有意に低 く,ま た女でもその傾

向力忌認められた.
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